
新たに食品衛生法に基づくポジティブリスト制度の導入
（平成１８年５月～）

基準を満たした畜産物を生産する
には、基準を満たした飼料を用い
る必要がある。基準を満たした農産物が生産される

飼料の残留農薬の基準の必要性について
畜産物中の農薬残留をコントロールするには、

飼料をコントロールする必要がある。

生産者がルールを
守って農薬を使用

飼料中の農薬が不
適正に残留すると
飼料を摂取する家
畜に残留する。

農産物 畜産物

生産者が、意図的に畜産物
の農薬残留をコントロール
することは不可能

１．平成１５年５月に食品衛生法が改正され、
厚生労働大臣が指定する物質（対象外物
質）を除く全ての農薬等は、一律基準を超え
て残留してはならず、その例外として残留基
準が定められたものについては、これを超え
て残留してはならないとされる制度（ポジティ
ブリスト制）が平成１８年５月２９日に導入さ
れることとなった。

２．食品中の各農薬の残留基準値は、平成１
７年１１月２９日に、「食品、添加物等の規格
基準の一部を改正する件」（平成１７年厚生
労働省告示第４９９号）で示されたところであ
るが、畜産物の残留基準値を遵守するには、
飼料中の農薬の残留基準値を設け、このよ
うな基準が守られている飼料のみを家畜へ
給与することが唯一の手段である。

３．仮に、農薬に汚染された飼料が使用された
り、食品中の農薬の残留基準を満たさない
農作物が飼料に流用された場合、食品衛生
法を満たせない畜産物が生産され、国民の
健康に影響を及ぼす恐れがあることから飼
料についても残留農薬の基準値を定める必
要がある。

４．飼料の残留農薬の基準値を設定する場合
には、食品健康影響評価を受ける必要があ
るが、かかる状況により評価を受けるいとま
がないことから、基準値が設定される本年５
月以降すみやかに評価を求めることとする。
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飼料中の残留農薬の省令化に関する経緯について

平成１７年１２月 ９日 農業資材審議会飼料分科会安全性部会家畜飼料
委員会において審議

平成１７年１２月２１日 農業資材審議会飼料分科会安全性部会いおいて審議
平成１７年１２月２８日 飼料中の残留基準値案に対する意見募集開始

（平成１８年１月２７日まで）

今後、食品安全委員会の調査審議、農業資材審議会飼料分科会等での審議を
経て最終的な結論を得る。

平成１５年 ５月 食品衛生法等の一部を改正する法律の公布
平成１５年１０月 意見募集（第一次）
平成１６年 ８月 意見募集（第二次）
平成１７年 ６月 意見募集（最終）
平成１７年１１月２９日 暫定基準値（告示）の公布

厚生労働省から食品安全委員会に対し報告（別紙１）

平成１８年 ５月２９日 ポジティブリスト制度及び飼料中の残留農薬の基準の施行

食品中の農薬等の暫
定基準値等



• 食品衛生法で定める穀物の基準値を準用し、飼料穀物の基準値を設定

• 諸外国の基準値等を参考とし、乾牧草の基準値を設定

諸外国の基準値を参考穀類：食品の暫定基準値に準じる

飼料の残留基準値の設定について １
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上記基準値を含む飼料を食べる場合の畜種毎の
最大摂取濃度を計算する。
計算方法は、FAOマニュアル※を参考
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※ Submission and evaluation of pesticide residues data for the 
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飼料の残留基準値の設定について ２

飼養試験の結果から、ワーストケースの飼料を食べ続けても、食品衛生法
の畜産物の基準値を遵守できることを確認する。

飼養試験 ｱﾗｸﾛｰﾙを含
む飼料を給与

5ppmの飼料

5ppmの飼料

乳の残留 <0.01ppm

卵の残留 <0.02ppm

ワーストケースの飼料
（牛:2.3ppm,鶏、豚：0.2ppm)
を家畜等へ給与しても食品中
の暫定基準値を満たすことを
確認

暫定基準値
0.01ppm

畜産物への
残留量を調査
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0.02ppm5ppmの飼料 脂肪の残留 <0.02ppm

豚の脂肪の
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遵守可能な範囲でより厳しい基準値を設定
















